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編集後記

ご あ い さ つ

自分が心理療法を専門としていることもあって、こころに関しては否定的なテーマ設定をしたほうが、その本質が
よくわかるところがあると思う。今号の「失敗するこころ」というユニークな特集テーマもそうであろう。巻頭言
に続く座談会では、日本の組織が繰り返してしまう失敗や、政策の失敗のことが話題になったが、はからずも新型
コロナウイルスへの政府の対応を見ていると、当てはまることが多いように思われる。それだけではなくて、相互
監視をし合う日本人のあり方についても同じことが言えよう。座談会をしたときには、そのようなことはまったく
意識していなかったが、このコロナ禍の状況と考え合わせて読んでいただけると幸いである。そして研究組織とし
ても、なかなか人に直接会えなかったり、実験や調査ができなかったりという困難な状況の中からも、何かを学ん
でいければと思う。
　　2020年 8 月　	 京都大学こころの未来研究センター長　河合俊雄
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第 23号

編集後記

どんな意図で「失敗」特集を提案したのか？ 失敗を避けるためではない。む
しろ、失敗と仲良くなるためである。でも、もしもそれを「失敗と仲良くな
れば成功できる」と読まれてしまったら、うーん、この特集は「失敗」だっ
たかな。（吉岡　洋）

「空気」や「忖度」とともに「集団で一本の道を上る」という、昭和的な“成
功体験”の残滓から自由になっていくことが、日本社会の中心的な課題と思
う。「政策の失敗」の研究も重要だ。（広井良典）

COVID-19による不安が世界に広がる中、「失敗」について考えるという企画
にはハッとさせられた。「〇〇のせいだ」という原因帰属をしているだけでは
よくならない、という臨床場面についての河合教授の言葉は、今の世界の状
況にもよく当てはまるだろう。（内田由紀子）

「私、失敗しないので」を決めゼリフにした人気ドラマがありました。医療の
世界ではそうであるべきですが、本誌の特集によって、失敗が人間の文化を
いかに豊かなものにしているかに気付かされました。（原　章）
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監視をし合う日本人のあり方についても同じことが言えよう。座談会をしたときには、そのようなことはまったく
意識していなかったが、このコロナ禍の状況と考え合わせて読んでいただけると幸いである。そして研究組織とし
ても、なかなか人に直接会えなかったり、実験や調査ができなかったりという困難な状況の中からも、何かを学ん
でいければと思う。
　　2020年 8 月　	 京都大学こころの未来研究センター長　河合俊雄
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編集後記

どんな意図で「失敗」特集を提案したのか？ 失敗を避けるためではない。む
しろ、失敗と仲良くなるためである。でも、もしもそれを「失敗と仲良くな
れば成功できる」と読まれてしまったら、うーん、この特集は「失敗」だっ
たかな。（吉岡　洋）

「空気」や「忖度」とともに「集団で一本の道を上る」という、昭和的な“成
功体験”の残滓から自由になっていくことが、日本社会の中心的な課題と思
う。「政策の失敗」の研究も重要だ。（広井良典）

COVID-19による不安が世界に広がる中、「失敗」について考えるという企画
にはハッとさせられた。「〇〇のせいだ」という原因帰属をしているだけでは
よくならない、という臨床場面についての河合教授の言葉は、今の世界の状
況にもよく当てはまるだろう。（内田由紀子）

「私、失敗しないので」を決めゼリフにした人気ドラマがありました。医療の
世界ではそうであるべきですが、本誌の特集によって、失敗が人間の文化を
いかに豊かなものにしているかに気付かされました。（原　章）
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